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9-7  危険又は健康障害の防止措置等 

 

 

 

事業者の講ずべき措置等にかかる法構成の概要 

事業者は、次の措置を講じなければならない。（20～25 条の 2） 

1 危険を防止するため必要な措置(20 条） 

2 作業方法から生ずる危険を防止するため必要な措置(21 条 1項） 

3 場所に係る危険を防止するため必要な措置（21条 2項） 

4 健康障害を防止するため必要な措置（22 条） 

5 建設物その他の作業場について、保全並びに換気、採光、照明、保温、防湿、休養、

避難及び清潔に必要な措置等（23 条） 

6 作業行動から生ずる労働災害を防止するため必要な措置(24 条） 

7 労働災害発生の急迫した危険があるとき-直ちに作業中止、退避(25 条） 

8 労働者の救護に関する措置（25 条の 2） 

労働者は、事業者が講ずる措置に応じて、必要な事項を守らなければならない。(26 条） 

具体的措置及び遵守事項は、厚生労働省令に委任されている(27 条)。 

その他 

その他、法第 4章は、労働者の危険又は健康障害の防止措置として、リスクアセスメ

ント（28 条の 2）、請負事業における安全衛生管理（29,30,30 条の 2,31,31 条の 2）、リ

ース事業者の講ずべき措置等に関する規定(33,34,35 条)を置いている。 


